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圧力や温度により、異なるサイトを占めるイオン間で電荷のやり取りが行われる現象をサイト

間電荷移動と呼ぶ。いくつかのペロブスカイト型酸化物において、このサイト間電荷移動が巨大

な負の熱膨張や金属絶縁体転移といった興味深い現象を伴うことが報告されており、大きな注目

を集めている[1,2]。特に金属絶縁体転移近傍の探索や物性の理解は、超伝導の発現やメカニズムの

解明という観点から非常に重要である。 

酸水素化物 SrVO2H は約 50GPa の高圧下で金属絶縁体転移を起こすことが知られている[3]。

SrVO2H 中のヒドリドイオン (H−) は一次元に秩序配列し trans-VO4H2 八面体を形成している。

対称な H 1s軌道と対称な V t2g軌道が直交しているため V3+における t2g軌道の縮退は一部解け、

(dxz/yz)2(dxy)0という電子配置を取る。強い電子相関は dxz/yzバンドをさらに分裂させ、SrVO2H は擬

二次元Mott絶縁体となる[4]。しかしながら高圧下ではバンド幅が大きく広がり 3 つの t2g軌道が混

合することによる金属化が起きてしまう。超伝導の発現にはバンドの次元性を制御することが望

ましい。 

我々は EuVO3の低温還元により SrVO2Hの Srサイトを Euに全置換した EuVO2Hを合成するこ

とに成功した。高圧下におけるXANES測定により、約 15GPa程度で Eu2+からV3+への電子移動(Fig 

1a,b) とそれに伴った金属化が起きることがわかった。SrVO2H の問題点であった軌道混合を解消

した、二次元的なバンド状態を保った金属絶縁体転移が期待できる。発表では構造や物性の変化

も交えた議論を行う予定で

ある。 
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Fig 1. (a) XAS at Eu L3-edge under various pressures. The dashed 
lines indicate the fitting functions. (b) Pressure dependence of 

the Eu2+ ratio in EuVO2H.  
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